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　一般会計当初予算額は前年度対比３６億円（３２.１％）増の１４８億円とな
りました。
　国民健康保険特別会計などの６特別会計の予算額が２７億８７１万６千円
となり、一般会計と特別会計の総額は、１７５億８７１万６千円となりました。

歳入の内訳
（単位：千円・（　）内は構成比）

一般会計当初予算規模の推移
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平成３０年度の当初予算が決まりました

会　計 本年度予算額 前年度予算額 差　額 比　較

国民健康保険特別会計 1,286,879 1,578,338 ▲291,459 ▲18.5%

公有林整備事業特別会計 4,108 4,632 ▲524 ▲11.3%

公共下水道事業特別会計 244,572 260,920 ▲16,348 ▲6.3%

工業団地造成事業特別会計 2,164 2,164 0 －

介護保険特別会計 1,068,117 1,040,337 27,780 2.7%

後期高齢者医療特別会計 102,876 71,286 31,590 44.3%

計 2,708,716 2,957,677 ▲248,961 ▲8.4%

平成３０年度双葉町特別会計当初予算 （千円）

（単位：千円・（　）内は構成比）

歳出の内訳

　平成２６年４月１日より消費税
率が５％から８％に引き上げられ
たことに伴い、地方消費税交付金
の増収分については、その使途を
明確化し、社会保障施策に要する
経費に充てることとされていま
す。平成３０年度双葉町一般会計
予算における社会保障施策関連経
費への充当は、社会福祉事業１５,
７３３千円、社会保険事業１６,０
６０千円、保健衛生事業５,９４７
千円の予定となっております。

地方消費税交付金（社会保障
財源分）の使途について
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主要事業について

常磐自動車道追加インターチェンジ整備事業
…………………………………１,４４１,２５０千円
中田・観音堂線測量設計等業務 …
町道等環境整備事業 ………………
橋梁点検業務 ………………………
光ファイバーケーブル移設等事業
………………………………………３７,１００千円

生活サポート補助金事業 ………
双葉町次世代支援補助金事業 ……
就園就学援助 ………………………

７９７,６８０千円
２０,８００千円
４９,６８９千円

行政区総会開催助成金事業 …………
町外拠点交流イベント事業 …………
敬老会事業 ……………………………
町民交流施設運営事業 ……………
集まれふたばっ子事業 ………………
絆スポレクふたば補助金事業 ………

１,３６０千円
３,５００千円
４,９８６千円
２３,６７１千円
７,９９６千円
４,３４６千円

高齢者等サポート拠点設置事業 …
総合健康診査業務 …………………
予防接種業務 ………………………
尿による内部被ばく検査業務 ………
甲状腺検査業務 ………………………

７５,９６１千円
２９,１４１千円
１５,８２９千円
４,７０９千円
１,９２５千円

インフラ整備

生活支援

交流支援

健康・福祉

４６,０００千円
３８,０００千円
４４,０００千円
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中野地区復興産業拠点整備事業
………………………………… ２,３５２,１２２千円

・駅西地区

・中野地区

双葉駅西地区住宅団地等整備事業
…………………………………… １８３,０９１千円
双葉駅西地区復興拠点物件調査・補償算定業務
…………………………………… ２３０,０００千円
双葉駅自由通路等整備事業 ……

太陽光発電設備導入調査等業務 …

３６１,０６０千円

１６,３５６千円

双葉町内防犯・防災パトロール業務
……………………………………２８２,０００千円

営農再開支援事業 …………………
双葉町の祭り・イベント事業補助金
  …………………………………………
双葉町観光復興再生事業補助金 ……

中野地区・駅西地区拠点整備 防犯防災・鳥獣被害対策

農林業・商工

平成３０年度

防犯・防災総合システム事業 …
Ｊアラート連携事業 ………………
有害鳥獣被害対策事業 ………………

２２２,００２千円
２６,１００千円
８,５４７千円

１１,６９９千円

５,２５８千円
７,２３９千円

※写真は平成２５年度に撮影したものです。

※写真は平成２９年４月に撮影した駅西地区です。

中野地区復興産業拠点の整備イメージ
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双
葉
町
い
わ
き
事
務
所
脇
の
街
路
樹
の
ハ

ナ
ミ
ズ
キ
の
花
も
咲
き
始
め
ま
し
た
。

　

３
月
29
日
、
復
興
公
営
住
宅
勿
来
酒
井
団

地
敷
地
内
に
お
い
て
「
双
葉
町
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
ひ
だ
ま
り
」
の
開
所
式
を
行
い
ま
し

た
。
同
施
設
は
、
町
民
の
方
々
の
心
身
の
健

康
維
持
及
び
町
民
同
士
の
絆
づ
く
り
や
周
辺

地
域
の
皆
さ
ま
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
の

た
め
、
生
き
が
い
づ
く
り
事
業
や
交
流
サ
ロ

ン
活
動
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
交
流
な

ど
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
し
い
年
度
の
ス
タ
ー
ト
と
な
る
４
月
２

日
、
い
わ
き
事
務
所
に
お
い
て
職
員
辞
令
交

付
式
を
行
い
ま
し
た
。新
規
採
用
職
員
５
名
、

福
島
県
よ
り
派
遣
職
員
、
他
自
治
体
か
ら
の

派
遣
職
員
が
加
わ
り
、
平
成
30
年
度
の
業
務

を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。
新
た
に
加
わ
っ
た

職
員
の
中
に
は
、
双
葉
町
と
直
接
の
ゆ
か
り

が
な
い
方
も
お
り
ま
す
が
、
震
災
が
な
け
れ

ば
こ
の
よ
う
な
出
会
い
は
な
か
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
感
慨
深
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
今
年
度
は
新
た
に
神
奈
川
県
、

茨
城
県
石
岡
市
か
ら
、
ま
た
引
き
続
き
富
山

県
黒
部
市
、
新
潟
県
柏
崎
市
、
福
井
県
敦
賀

市
、
美
浜
町
、
茨
城
県
北
茨
城
市
、
か
す
み

が
う
ら
市
よ
り
町
の
現
状
を
ご
理
解
い
た
だ

き
、
町
の
復
旧
・
復
興
と
町
民
の
皆
さ
ん
の

生
活
支
援
な
ど
の
課
題
解
決
の
た
め
に
職
員

を
派
遣
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
改
め
て
厚

く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

職
員
に
対
し
て
は
「
今
年
は
町
の
復
興
の

具
現
化
元
年
と
位
置
づ
け
情
報
共
有
や
課
同

士
の
連
携
を
密
に
し
、
復
旧
復
興
に
全
力
で

取
り
組
む
と
と
も
に
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
生

活
再
建
に
引
き
続
き
尽
力
し
て
ほ
し
い
」
と

訓
示
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

４
月
６
日
に
は
満
開
の
サ
ク
ラ
の
中
、
い

わ
き
市
錦
町
の
仮
設
校
舎
で
小
・
中
学
校
の

入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
小
学
生
８
名
、

中
学
生
４
名
が
緊
張
し
た
面
持
ち
で
新
た
に

入
学
さ
れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
ふ
た
ば
幼

稚
園
の
入
園
式
が
仮
設
園
舎
で
行
わ
れ
、
新

し
く
３
歳
と
５
歳
の
４
名
の
園
児
が
入
園
い

た
し
ま
し
た
。
入
学
・
入
園
式
に
は
保
護
者

の
皆
さ
ま
、
多
く
の
来
賓
の
方
々
の
ご
出
席

を
賜
り
ま
し
た
。
本
年
度
は
、
い
わ
き
市
に

町
立
学
校
を
再
開
し
て
か
ら
最
多
の
52
名
の

園
児
、
児
童
、
生
徒
が
１
年
間
学
ぶ
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
将
来
の
双
葉
町
の
復
興
を
担

う
子
ど
も
た
ち
を
双
葉
町
の
学
校
で
し
っ
か

り
と
育
て
る
た
め
、
少
人
数
教
育
な
ら
で
は

の
き
め
細
か
い
特
色
あ
る
教
育
を
実
践
し
、

個
に
応
じ
た
教
育
を
一
層
充
実
さ
せ
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

端
午
の
節
句
も
間
近
と
な
り
、
真
っ
青
な

空
に
悠
々
と
泳
ぐ
鯉
の
ぼ
り
を
見
る
た
び

に
、
元
気
な
子
ど
も
た
ち
の
姿
を
重
ね
合
わ

せ
、
子
ど
も
た
ち
の
未
来
に
期
待
が
一
層
高

ま
り
ま
す
。

　

４
月
13
日
に
は
双
葉
郡
立
勿
来
診
療
所
が

復
興
公
営
住
宅
勿
来
酒
井
団
地
敷
地
内
に
開

所
い
た
し
ま
し
た
。
週
２
日
、
内
科
と
歯
科

の
診
療
と
な
り
ま
す
が
、
町
民
の
皆
さ
ん
の

健
康
管
理
の
一
翼
を
担
っ
て
い
た
だ
け
る
も

の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
へ

双
葉
町
長

伊
澤　

史
朗

井上義久公明党幹事長町内視察

衆議院環境委員会　双葉町特定復興再生拠点区域　解体・除染工事視察

４月７日

４月１１日

町内視察が行われました
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双葉町サポートセンターひだまり開所式
－ 復興公営住宅勿来酒井団地内 －

双葉町社会福祉協議会本部事務局が移転しました

　３月２９日、高齢者等サポート拠点となる双葉町サポートセンターひだまりの開所式が挙行されま
した。式には国、県、町の関係者が来賓として列席しました。
　伊澤史朗町長が式辞を述べ、岩本久人町議会副議長、阿部雅人いわき地方振興局長、吉田栄光県議
会議長から祝辞を賜り、テープカットのセレモニーを行いました。
　式典の後、伊澤町長は「福島県内でこのようなサポート施設がある復興公営住宅は、他にないので
はないかと思います。双葉町に戻るまで安心して過ごしていただけるよう支援していきます」と述べ
ました。その後、内覧会が行われ、列席者は双葉町社会福祉協議会担当職員の案内でセンター内を見
学しました。

●双葉町社会福祉協議会　本部事務局

　平成３０年４月１日より、双葉町社会福祉協議会本部事務局（いわき市東田町）とサポート
センターひだまり（いわき市南台）が、双葉町サポートセンターひだまり（復興公営住宅勿来
酒井団地内）に移転しました。
　住所、電話番号、業務内容は下記のとおりです。

法人運営、地域包括支援センター、デイサービス、生活支援相談員業務、他業務内容

〒９７９－０１４２　福島県いわき市勿来町酒井青柳１４－５住　　所

０２４６－８４－６７２５ ０２４６－８４－６７２８電　　話 ＦＡＸ

内覧会式  辞

テープカット テラス側
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～ 教育長メッセージ ～～ 教育長メッセージ ～～ 教育長メッセージ ～

　４月６日（金）町立ふたば幼稚園の入園式並びに双葉南・北小学校、双葉中学校の合同入学式が

行われました。幼稚園児９名、南・北小学校３１名、中学校１２名で合計５２名の子どもたちの元気

な声が校舎内に響き渡り、順調に教育活動がスタートいたしました。学習に運動に仲間と楽しく取

り組んでおりますが、約１カ月が過ぎて子どもたちも疲れが出てくる時期です。学校でも健康面や

集団生活における困りごと等について、丁寧に聞き取りをしながら対応してまいりたいと思います。

　子どもの発達段階（成長期）に応じた関わり方で次のような言葉があります。「手を離して、目

を離さず。目を離して、心離さず」自立心を育成する上で、親離れや子離れをバランス良く、子ど

もに応じたタイミングで築きあげることが大事です。学校と家庭との情報共有を密にしながら子ど

もたちの成長を見守ってまいりたいと思います。また、以前にお知らせしたとおり小・中学校の学

校給食は、いわき市立勿来学校給食共同調理場からの提供によりおいしくいただいております。今

後とも幼・小・中ともに食育に力を入れ、栄養バランスはもちろん、心と身体の調整力の育成に取

り組んでいきたいと思います。また、生涯学習に係る各自治会や婦人学級におきましても、計画的

に開級式が開催され新年度の組織並びに年間計画が策定されスタートいたしました。自治会長及び

学級委員長のリーダーシップのもと有意義な活動・交流となりますよう一年間よろしくお願いいた

します。なお、町立学校教職員の新体制については、今月の広報紙への掲載のほか４月２日付けで

町公式ホームページに掲載してあります。今後とも町立学校へのご理解とご支援をよろしくお願い

いたします。

　４月３日、浪江地区交通三団体の方々、ふたば

自動車学校の長沼克往様、双葉警察署浪江分庁舎

の渡邉諭警部、鈴木健之巡査長の３名が来所さ

れ、下記に示す交通安全のための反射材グッズの

贈呈がありました。子どもたちはもちろん、お年

寄りの方、家族の皆さんにも活用頂き交通安全へ

の意識を高め、交通事故防止に役立てて欲しいと

お話がありました。早速、児童・生徒の皆さんに

届け活用していただいております。

　誠にありがとうございました。

　 新入学児童 …………… ランドセルカバー、防犯ブザー
　 小学生 ………………… ディズニーキャラクター反射材、リストバンド（小）
　 中学生 ………………… リストバンド（大）、エコバッグ
　 全児童・生徒 ………… 反射材シール、クリアファイル

夢と希望のある「学び」へ夢と希望のある「学び」へ

交通安全のための反射材グッズ贈呈式交通安全のための反射材グッズ贈呈式

夢と希望のある「学び」へ

交通安全のための反射材グッズ贈呈式

双葉町教育長
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平成３０年度平成３０年度

双葉町立小・中学校教職員の双葉町立小・中学校教職員の
人事異動のお知らせ人事異動のお知らせ

　双葉町立小・中学校の先生方の人事異動が
ありましたので、お知らせいたします。
　長年、本町の学校教育及び教育行政にご尽
力いただきましたことに対しまして心より感
謝申し上げます。

　人事異動により、平成３０年度の双葉町立幼稚園、
小・中学校教職員が次のように配置されましたので
お知らせいたします。

職　名 氏　　名 転出先等
校　　長 菊池　泰高 いわき市立磐崎中学校

職　名 氏　　名 転出先等
教　　頭 髙田　昌幸 福島県教育庁文化財課
養護教諭 吉野　裕子 いわき市立菊田小学校

職　名 氏　　名 備　　考
園　　長 泉田　　淳 ※双葉南小学校兼務
副　園　長 石井　智明 ※双葉南小学校兼務
主任教諭 吉津　望美
副主任教諭 山田　綾子 新採用

職　名 氏　　名 備　　考
校　　長 泉田　　淳 浪江町立浪江小学校より昇任
教　　頭 石井　智明
教　　諭 吉田　智子
教　　諭 関口百合子
教　　諭 佐々木裕太
講　　師 伊達　香織
養護教諭 猪狩　優子

職　名 氏　　名 備　　考
校　　長 堀内　弘志
教　　頭 廣居　　亮 福島市立平野小学校より昇任
教　　諭 星　　千尋
教　　諭 中畑　　真
教　　諭 髙玉梨枝子
教　　諭 日和田貞子 再任用
養護教諭 永山　有美 大熊町立熊町小学校より転任
主　　事 小沼　綾奈
栄養技師 安瀬　英未

職　名 氏　　名 備　　考
校　　長 目黒　信浩
教　　頭 柳沼　敏文 川内村立川内中学校より転任
教　　諭 畑中　　豊
教　　諭 伊藤　要子
教　　諭 小泉　尚久
教　　諭 小野美佳子
教　　諭 蓬田　信裕
教　　諭 小泉　久枝 二本松市立安達中学校より転任
教　　諭 原田　　聡 いわき市立植田中学校より転任
非常勤講師 鈴木　久絵 原籍校：広野中学校
主　　査 遠藤美保子

職　名 氏　　名 備　考
英語指導主事 フィリップ　ジェリーマン
英語指導主事 アンソニー　バラード
学習支援員 添田久美子
学習支援員 鈴木　未央 新採用
スクール

カウンセラー 比佐　淳一

用  務  員 菊地　　安

職　名 氏　　名 転出先等
教　　頭 藤川　治洋 いわき市立草野中学校
教　　諭 菅野　陽子 富岡町立富岡第一中学校
教　　諭 鈴木　美和 矢祭町立矢祭中学校
講　　師 矢内　　優 鮫川村立鮫川中学校（新採用）

＜双葉南小学校から転出された先生方＞

＜双葉北小学校から転出された先生方＞

＜ふたば幼稚園＞

＜双葉南小学校＞

＜双葉北小学校＞

＜双葉中学校＞

＜１園３校共通＞

＜双葉中学校から転出された先生方＞敬称略 敬称略

敬称略

双葉町立小・中学校教職員の
人事異動のお知らせ

双葉町立幼稚園・小・中学校教職員双葉町立幼稚園・小・中学校教職員
平成３０年度

双葉町立幼稚園・小・中学校教職員
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平
成
30
年
度
の
町
立
小
・
中
学
校
入
学

式
が
町
立
学
校
仮
設
校
舎
体
育
館
で
４
月

６
日
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
式
が
始
ま
る

と
保
護
者
や
教
職
員
、
来
賓
の
方
々
が
見

守
る
中
、
少
し
緊
張
し
た
様
子
で
新
入
生

が
入
場
し
ま
し
た
。
国
歌
斉
唱
に
続
き
、

新
入
生
呼
名
で
は
、
南
小
学
校
の
５
人
、

北
小
学
校
の
３
人
、
中
学
校
の
４
人
の
新

入
生
が
一
人
ひ
と
り
し
っ
か
り
と
呼
名
を

受
け
ま
し
た
。
続
い
て
、
堀
内
弘
志
北
小

学
校
長
が
「
先
ほ
ど
の
元
気
な
返
事
を
聞

い
て
、
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
小
学
校
で

頑
張
る
ぞ
、
と
い
う
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て

き
て
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。
小
学
生
は
あ

い
さ
つ
、
返
事
、
後
片
付
け
が
で
き
る
子

に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
中
学
生
は
今
日
か

ら
始
ま
る
中
学
校
生
活
の
中
で
、
自
分
に

で
き
る
努
力
を
惜
し
ま
ず
、
努
力
を
し
た

人
だ
け
が
味
わ
え
る
感
激
を
味
わ
っ
て
く

だ
さ
い
。
皆
さ
ん
な
ら
で
き
る
と
信
じ
て

い
ま
す
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
続
い

て　

下
明
夫
教
育
長
が
教
育
委
員
会
告

辞
を
、
伊
澤
史
朗
町
長
、
岩
本
久
人
町
議

会
副
議
長
が
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
歓
迎

の
こ
と
ば
で
は
北
小
学
校
６
年
の
渡
部
勇

く
ん
が
小
学
校
在
校
生
を
代
表
し
て
「
双

葉
の
小
学
校
の
す
て
き
な
と
こ
ろ
は
み
ん

な
が
優
し
く
て
み
ん
な
が
仲
良
し
な
と
こ

ろ
で
す
。
休
み
時
間
は
い
つ
も
外
や
体
育

館
で
遊
ん
で
い
ま
す
。
１
年
生
の
皆
さ
ん

も
一
緒
に
遊
び
ま
し
ょ
う
」
と
述
べ
、
中

学
校
在
校
生
を
代
表
し
て
３
年
生
の
大
高

滉
士
く
ん
が
「
双
葉
中
学
校
は
生
徒
数
は

少
な
い
で
す
が
先
生
方
が
一
つ
一
つ
の
こ

と
を
丁
寧
に
教
え
て
く
れ
ま
す
。
み
ん
な

で
力
を
合
わ
せ
て
充
実
し
た
学
校
生
活

に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
述
べ
ま
し

た
。
新
入
生
を
代
表
し
て
脇
坂
玲
名
さ
ん

が
「
私
た
ち
新
入
生
は
先
輩
方
が
築
き
あ

げ
て
き
た
伝
統
を
守
り
新
し
い
歴
史
を
作

る
た
め
努
力
を
惜
し
ま
な
い
こ
と
を
約
束

し
ま
す
」
と
誓
い
の
こ
と
ば
を
述
べ
、
教

職
員
紹
介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
の

町
立
学
校
は
、
南
小
学
校
児
童
が
15
人
、

北
小
学
校
の
児
童
が
16
人
、
双
葉
中
学
校

の
生
徒
が
12
人
の
計
43
人
で
新
年
度
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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４
月
６
日
、
町
立
学
校
の
入
学
式

の
あ
と
、
同
敷
地
内
の
ふ
た
ば
幼
稚

園
で
入
園
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
入
園
児
が
保
護
者
と
手
を
つ
な

い
で
入
場
し
、
在
園
児
が
元
気
に
園

歌
を
斉
唱
し
ま
し
た
。
新
入
園
児
は

新
入
園
児
呼
名
で
は
戸
惑
っ
た
様
子

を
見
せ
て
い
ま
し
た
が
、
泉
田
淳
園

長
か
ら
一
人
ひ
と
り
名
前
を
呼
ば
れ

る
と
元
気
に
返
事
を
し
て
「
毎
日
元

気
に
幼
稚
園
に
き
て
く
だ
さ
い
ね
」

と
い
う
呼
び
か
け
に
対
し
、
手
を
あ

げ
て
大
き
な
声
で
返
事
を
し
て
い
ま

し
た
。
続
い
て　

下
明
夫
教
育
長
、

伊
澤
史
朗
町
長
、
岩
本
久
人
町
議

会
副
議
長
が
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

歓
迎
の
こ
と
ば
で
は
在
園
児
が
「
皆

さ
ん
が
来
る
の
を
楽
し
み
に
待
っ

て
い
ま
し
た
」
と
声
を
そ
ろ
え
て
大

き
な
声
で
新
入
園
児
を
歓
迎
し
ま

し
た
。
新
入
園
児
は
５
歳
児
ク
ラ

ス
が
１
人
、
３
歳
児
ク
ラ
ス
が
３
人

で
、
今
年
度
は
在
園
児
と
合
わ
せ
る

て
９
人
で
園
生
活
を
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

▲ 誓いのことば ▲ 歓迎のことば

▲ 教職員の紹介

▲ 校長先生

▲ 教科書並びに祝品授与

ご入園おめでとうございますご入園おめでとうございます

▲ 
在
園
児
に
よ
る
歓
迎
の
こ
と
ば

ご入園おめでとうございますご入園おめでとうございますご入園おめでとうございます

11 広報ふたば 平成３０年５月



町
職
員
の
人
事
異
動

町
職
員
の
人
事
異
動

平
成
30
年
４
月
１
日
付
け
で
異
動
が
あ
り
ま
し
た
。

（  

）
内
は
旧
職
名
等
で
す
。

町
職
員
の
人
事
異
動

▽ 

戸
籍
税
務
課
・
課
長
補
佐
兼
戸

籍
係
長　

大
浦
寿
子
（
戸
籍
税

務
課
・
総
括
主
任
主
査
兼
戸
籍

係
長
）

▽ 

建
設
課
・
課
長
補
佐
兼
用
地
調

整
係
長　

中
里
俊
勝（
総
務
課
・

主
任
主
査
兼
管
財
係
長
）

▽ 
総
務
課
・
課
長
補
佐
兼
行
政

係
長
兼
管
財
係
長　

相
樂
定
徳

（
総
務
課
・
主
任
主
査
兼
行
政

係
長
）

▽ 

秘
書
広
報
課
・
課
長
補
佐
兼
秘

書
広
報
係
長　

橋
本
靖
治
（
秘

書
広
報
課
・
主
任
主
査
兼
秘
書

広
報
係
長
）

▽ 

産
業
課
・
主
任
主
査
兼
商
工
労

政
係
長　

志
賀
寿
三
（
戸
籍
税

務
課
・
主
任
主
査
兼
賦
課
係
長
）

▽ 

健
康
福
祉
課
・
主
任
主
査
兼
国

保
年
金
係
長　

鵜
沼
浩
二
（
生

活
支
援
課
・
主
任
主
査
兼
総
務

係
長
（
埼
玉
支
所
））

▽ 

戸
籍
税
務
課
・
主
任
主
査
兼
賦

課
係
長
兼
管
理
徴
収
係
長　

横

山
敦
（
住
民
生
活
課
・
主
任
主

査
兼
住
民
支
援
係
長
）

▽ 

建
設
課
・
主
任
技
査
兼
建
設
係

長　

藤
本
隆
登
（
建
設
課
・
主

任
技
査
）

▽ 

復
興
推
進
課
・
原
子
力
対
策
係

◆
昇
格
・
昇
任
・
異
動

◎
い
わ
き
事
務
所

▽ 

議
会
事
務
局
長　

志
賀
公
夫

（
生
活
支
援
課
長
）

▽ 

教
育
総
務
課
長　

橋
本
仁
（
健

康
福
祉
課
長
兼
青
年
婦
人
会
館

長
）

▽ 

戸
籍
税
務
課
長　

高
橋
秀
行

（
教
育
総
務
課
長
）

▽ 

生
活
支
援
課
長　

鈴
木
健
一

（
建
設
課
・
主
幹
兼
課
長
補
佐

兼
用
地
調
整
係
長
）

▽ 

健
康
福
祉
課
長
兼
青
年
婦
人
会

館
長　

大
浦
富
男
（
健
康
福
祉

課
・
課
長
補
佐
兼
国
保
年
金
係

長
）

▽ 

住
民
生
活
課
長　

中
野
弘
紀

（
産
業
課
・
課
長
補
佐
兼
商
工

労
政
係
長
）

▽ 

建
設
課
・
課
長
補
佐
兼
復
旧
復

興
係
長　

関
根
浩
二（
建
設
課
・

課
長
補
佐
兼
建
設
係
長
）

長
兼
賠
償
対
策
係
長　

富
澤
和

績
（
復
興
推
進
課
・
主
査
）

▽ 

戸
籍
税
務
課
・
主
査　

吉
津
雄

一
郎
（
教
育
総
務
課
・
主
査
）

▽ 

教
育
総
務
課
・
主
査　

堤
愛
子

（
健
康
福
祉
課
・
主
査
）

▽ 

総
務
課
・
副
主
査　

西
頼
子（
秘

書
広
報
課
・
副
主
査
）

▽ 

健
康
福
祉
課
・
副
主
査　

村
山

翔
太
（
教
育
総
務
課
・
副
主
査
）

▽ 

総
務
課
・
副
主
査　

大
島
由
久

（
健
康
福
祉
課
・
副
主
査
）

▽ 

教
育
総
務
課
・
副
主
査　

小
林

達
也
（
ふ
た
ば
幼
稚
園
・
副
主

任
教
諭
）

▽ 

産
業
課
・
副
主
査　

岩
城
光
隆

（
健
康
福
祉
課
・
副
主
査
）

▽ 

住
民
生
活
課
・
主
事　

佐
々
木

理
奈
（
健
康
福
祉
課
・
主
事
）

▽ 

秘
書
広
報
課
・
主
事　

田
中
優

馬
（
総
務
課
・
主
事
）

▽ 

健
康
福
祉
課
・
主
事　

酒
井
夕

紀
（
産
業
課
・
主
事
）

◆
通
年
雇
用
職
員

▽ 

住
民
生
活
課
・
技
能
補
助
員　

宇
佐
見
久
美
子（
生
活
支
援
課
・

技
能
補
助
員
（
埼
玉
支
所
））

◎
郡
山
支
所

▽ 

生
活
支
援
課
・
主
幹
兼
郡
山
支

所
長　

朝
田
幸
伸
（
生
活
支
援

課
・
課
長
補
佐
兼
生
活
支
援
係

長
）

▽ 

生
活
支
援
課
・
主
任
主
査
兼
生

活
支
援
係
長　

井
上
智
成
（
生

活
支
援
課
・
主
査
）

▽ 

生
活
支
援
課
・
主
事　

髙
野
洋

行
（
生
活
支
援
課
・
主
事
（
い

わ
き
事
務
所
））

◎
埼
玉
支
所

▽ 

生
活
支
援
課
・
副
主
査　

田
邉

修
一
（
住
民
生
活
課
・
副
主
査
）

◆
通
年
雇
用
職
員

▽ 

生
活
支
援
課
・
技
能
補
助
員　

白
井
明
美
（
住
民
生
活
課
・
技

能
補
助
員
）

◆
再
任
用
職
員

▽
総
括
参
事　

武
内
裕
美

▽
住
民
生
活
課
・
主
幹　

松
本
信

　
　◆

任
期
付
職
員　

▽
建
設
課　

佐
々
木
次
男

▽
建
設
課　

首
藤
郁
夫

▽
生
活
支
援
課　

上
遠
野
友
見

◆
福
島
県
派
遣
職
員

▽ 

復
興
推
進
課
・
主
幹　

大
渕
晋

助
▽ 

健
康
福
祉
課
・
主
任
保
健
師　

砂
場
公
子

◆
神
奈
川
県
派
遣
職
員

▽ 

総
務
課
・
主
任
主
査　

渡
部
辰

幸
◆
市
町
村
派
遣
職
員

▽ 
復
興
推
進
課
（
建
設
課
兼
務
）

金
子
剛
（
新
潟
県
柏
崎
市
）

▽ 

秘
書
広
報
課　

宮
津
健
（
富
山

県
黒
部
市
）

▽ 

教
育
総
務
課　

東
出
尭
大
（
福

井
県
敦
賀
市
）

▽ 

産
業
課　

中
瀨
豪
規
（
福
井
県

美
浜
町
）

▽ 

教
育
総
務
課　

吉
田
千
賀
男

（
茨
城
県
北
茨
城
市
）

▽ 

健
康
福
祉
課　

生
田
目
俊
幸

（
茨
城
県
石
岡
市
）

▽ 

生
活
支
援
課　

櫻
井
清
（
茨
城

県
か
す
み
が
う
ら
市
）

◆
復
興
庁
応
援
職
員

▽
健
康
福
祉
課　

谷
岡
道
子

▽
健
康
福
祉
課　

仲
丸
恵
理

◆
福
島
県
人
事
交
流
職
員

▽
建
設
課
・
主
査　

佐
藤
佳
恭

▽ 

福
島
県
土
木
部
相
双
建
設
事
務

所
派
遣　

小
林
博
幸（
建
設
課
・

技
査
）

◆
退
職
（
３
月
31
日
付
）

▽
松
本
信　

（
住
民
生
活
課
長
）

▽
山
下
正
夫
（
議
会
事
務
局
長
）

▽
山
本
一
弥
（
戸
籍
税
務
課
長
）

▽ 

小
林
洋
子
（
ふ
た
ば
幼
稚
園
・

園
長
補
佐
）

▽ 

北
崎
周
子
（
戸
籍
税
務
課
・
主

幹
兼
課
長
補
佐
兼
管
理
徴
収
係

長
）

▽ 

細
澤
界
（
生
活
支
援
課
・
主
幹

兼
郡
山
支
所
長
）

◆
新
規
採
用
職
員

▽
健
康
福
祉
課　
　

永
山
有
紀
子

▽
建
設
課　
　
　
　

武
田
純
一

▽
健
康
福
祉
課　
　

島
崎
善
一

▽
ふ
た
ば
幼
稚
園　

山
田
綾
子

▽
教
育
総
務
課　
　

白
石
亮
佑
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職 員 紹 介職 員 紹 介職 員 紹 介

武田　純一

【新規採用職員】

永山　有紀子

【新規採用職員】

宮津　健
（ 黒部市 ）

【市町村派遣職員】

金子　剛
（ 柏崎市 ）

【市町村派遣職員】

白石　亮佑

【新規採用職員】

櫻井　清
（ かすみがうら市 ）

【市町村派遣職員】

生田目　俊幸
（ 石岡市 ）

【市町村派遣職員】

山田　綾子

【新規採用職員】

島崎　善一

【新規採用職員】

東出　尭大
（ 敦賀市 ）

【市町村派遣職員】

中瀨　豪規
（ 美浜町 ）

【市町村派遣職員】

渡部　辰幸

【神奈川県派遣職員】

佐藤　佳恭

【福島県人事交流職員】

大渕　晋助

【福島県派遣職員】

仲丸　恵理

【復興庁応援職員】
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　平成３０年度の軽自動車納税通知書を発送いたしましたので、お手元に届きましたら車両番号などの内容
をご確認ください。
　現金により納付される方は、コンビニエンスストアで納付できます。なお、納期限は５月３１日（木）です。

※ 平成３０年４月１日現在、避難指示区域内に放置された車両については、減免の対象となりますので、該当する
方には、「軽自動車減免申請書」を送付いたしますので、いわき事務所戸籍税務課までお問い合わせください。
※ 減免となった車両については、事務処理後に納税証明書を送付いたします。車検期間が間近になっている場合は、
お早目にご連絡ください。
※ 平成２３年３月１２日以降に登録された車両を除く原付二輪・農耕用車両などの「双葉町」ナンバー及び２５０ＣＣ
以下のバイクについては、すでに減免として取り扱っております。

【減免について】

平成３０年度　軽自動車納税通知書について

平成３０年度平成３０年度　自動車の定期課税のお知らせ自動車の定期課税のお知らせ

納期限は納期限は
５月３１日５月３１日
（木）です（木）です

免除・減免について

個人住民税

法人町民税

○対象税目…  町民税、固定資産税、軽自動車税、
　　　　　　国民健康保険税
○免除・減免の内容

　双葉町では、東日本大震災及び原子力災害の被害を
受けた納税義務者等の納付すべき平成３０年度の各税
目について、次のとおり免除・減免いたします。

　東日本大震災及び原子力災害により休業等となっ
た法人について、休業届の提出があった法人（平成
３０年１月から平成３０年１２月までに決算期を迎
える法人に限る）………均等割相当額の全額減免

※ 上記のうち、２つ以上に該当する場合は、減免
割合の大きいものを適用します。

内　　　容 減免の割合

平成２９年
中の合計所
得金額

５００万円以下 １０分の１０

５００万円超
７５０万円以下 　２分の１

７５０万円超
１,０００万円以下 　４分の１

１,０００万円超 １０分の１

居住住宅の
損壊の程度
（り災判定）

全壊または
大規模半壊 １０分の１０

半壊 １０分の５

☎  ０２４６－８４－５２０４
【問い合わせ先】

戸籍税務課

　自動車税は、毎年４月１日午前零時現在で車検証上の所有者（割賦販売の
場合は使用者）に課税されます。
　平成３０年度自動車税の納税通知書は、５月８日（火）に発送する予定で
すので、５月３１日（木）の納期限までに忘れずに納付してください。
　なお、避難先等への郵便物の転送を希望される方は、最寄りの郵便局へ「転
居届」の提出をお願いします。

【問い合わせ先】　相双地方振興局　県税部課税課　課税第二チーム　☎０２４４－２６－１１２７

平成３０年度　町税の免除・減免等に関するお知らせ

固定資産税
○ 土地・家屋に係るもの（町長が指定する区域にあ
　るもの）………全額免除
○  償却資産に係るもの（町長が指定する区域にある
　もの）………全額減免

軽自動車税
○ 平成３０年４月１日現在で、避難指示区域に放置
　された原動機付自転車、軽自動車、小型特殊自動
　車、２輪の小型自動車………全額減免

国民健康保険税
被保険者全世帯………全額減免
※ ご不明な点、ご相談については、下記までお問い
合わせください。

平成３０年度　自動車の定期課税のお知らせ

納期限は
５月３１日
（木）です
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応急仮設住宅の物品譲与のお知らせ（白河市郭内第一応急仮設住宅分）

【問い合わせ先】 郡山支所　生活支援課　☎０２４－９７３－８０９０

　住宅を再建（復興住宅入居含む）された方を対象に、白河市郭内第一応急仮設住宅で使用してい
た物置を無償でお譲りいたします。
　所有者である福島県と物品譲与契約を結ぶことになるため、希望する方は、申請書と引き渡しま
での詳細等を記した案内文を送付しますので、下記問い合わせ先まで連絡してください。
　なお、住宅を再建されていない場合や、すでに物品の譲与を受けている場合には、申請ができま
せんので、あらかじめご了承ください。

１　申請書等の請求期間：５月１日（火）～ ５月１５日（火）

【問い合わせ先】 住民生活課

　昨年より長塚字寺内前で整備を進めておりました「双葉町寺内前霊園」がまもなく完成する
運びとなりました。

　分譲・販売方法が具体的に決まりましたら、町ホームページやタブレットを通じて町民の皆さまに詳
しくお知らせいたします。

（完成イメージ） （霊園整備は最終段階へ）（区画墓の大きさは２m×３m）

● 区画墓　全２５８区画　２m×３m
永代使用料　２４万５０００円
永代管理料　３万円（もしくは１年当たり１,５００円）

● 永代墓
（お墓を継承する家族や親類が居なくなる方向けのお墓です）
  使用料　６万円

● 納骨墓　全７２区画
（お骨を１年毎の更新で最大１０年間預けるお墓です）
  １年間預り料金　３,０００円　　保証金３万円
※１０年以内使用の場合は、保証金３万円が返還されます。

■霊園の使用料について

「双葉町寺内前霊園」まもなく完成へ「双葉町寺内前霊園」まもなく完成へ

☎０２４６－８４－５２０６

双葉町にお住まいだった方で住宅を再建された方（復興公営住宅入居者を含む）２　譲与対象者：

物置１８台（単棟８台、２連棟３台、３連棟２台、４連棟５台）３　譲与対象物品：

「双葉町寺内前霊園」まもなく完成へ「双葉町寺内前霊園」まもなく完成へ「双葉町寺内前霊園」まもなく完成へ
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☎ ０２４６－８４－５２１０【問い合わせ先】 教育委員会　教育総務課

　双葉町では今年度も、次代を担う中学生及び高校生を海外に派遣し、外国の自然、文化及び社会に
触れるなどの直接体験を通して、国際理解及び国際感覚の基礎を培い、コミュニケーション能力を身
に付けることを目的に、ニュージーランド及びオーストラリアへの海外派遣事業を実施します。
※ なお、派遣先の情勢の動向（テロ、天変地異、流行病等）により、中止となる場合があります。また、
次年度以降の実施については未定です。

◆派遣日程 ◆派遣予定人数
　日本の夏休み期間
　（８月３日～８月１０日を予定）の８日間

　中学生及び高校生２０人以内
　※希望者が５人以下の場合は中止とします

◆応募資格要件（次の全ての項目を満たしていること）
・ 平成２３年３月１１日現在双葉町に住民登録があった者で、応募時点において中学校及び高等
学校に在籍している者あるいは、応募時点で双葉町立中学校に在籍している者
・心身共に健康で協調性に富み、計画に従って規律ある行動ができる者
・本人が積極的に海外派遣を希望し、保護者の同意が得られる者
・派遣のための事前研修会等（双葉町いわき事務所で実施）に参加できる者
・帰国後、派遣体験を積極的に生かそうとする者
・６月１６日（土）に開催する事前説明会に保護者同伴で参加できる者
※過去の双葉町中学生海外派遣事業に参加したことがある生徒は参加できません。

◆申し込み書類
・申込書（様式Ⅰ）　・学校長の推薦書（様式Ⅱ：開封厳禁とします）
・保護者の承諾書（様式Ⅲ）　・誓約書（様式Ⅳ）　・希望者本人の住民票
・ 作文：テーマは「海外研修を今後の自分の人生にどう生かすか」（A4判400字詰めの横書き
原稿用紙で２枚以上）とします。
※電話で希望を受けた後、個別に送付します。

◆派遣者の選考
・応募締め切り後に書類審査（５月中旬予定）を行い、派遣内定者には通知を送付します。

◆募集期間
平成３０年５月１１日（金）までの消印有効
※希望者には応募書類を送付しますので、ご連絡ください。

◆参加負担金 ５０，０００円
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「ふるさと帰還通行カード」「ふるさと帰還通行カード」
申し込み受付中申し込み受付中

　双葉町では、東日本大震災及び東京電力福島第一原子力発電所事故により被災した保護者の
皆さまの経済的負担軽減のため、お子さんを幼稚園等に就園させている保護者の方に対して、
入園料と保育料および給食費と教材費の一部について補助を行います。

※ 満３歳児保育も対象となりますが、誕生日の月からが補助対象となります。お手数でも下記問
い合わせ先までご連絡のうえ、資料の請求をお願いいたします。

※ ６月初旬に３～５歳児のお子様がいる全家庭に案内を送付いたしますので、詳しくはそちらで
ご確認ください。

１： 公立幼稚園、私立幼稚園、幼稚園型認定こども園（ただし、１号認定のみ対象）に通園
している園児の保護者

２： １の園児及び保護者は、平成３０年４月１日現在双葉町に住民登録をしていること

次の要件をすべて満たしている方

【補助の対象となる方】

平成３０年度平成３０年度
双葉町幼稚園就園奨励費および給食費等補助制度について双葉町幼稚園就園奨励費および給食費等補助制度について

【問い合わせ先】　双葉町教育委員会　教育総務課　☎０２４６－８４－５２１０

双葉町幼稚園就園奨励費および給食費等補助制度について
平成３０年度

■問い合わせ先

■対象となる方
＜利用申込方法＞

■窓口での申し込み

NEXCO東日本お客さまセンター 

いわき事務所総務課 
郡山支所生活支援課
埼玉支所生活支援課

・カード発行に関すること
・申し込みに関すること

震災時に双葉町に居住していた方で、双葉町が発行する被災証明書をお持ちの方

いわき事務所、郡山支所、埼玉支所の３カ所（受付時間８：３０～１７：１５）
※郵便による受付は、いわき事務所のみとなります。

　双葉町では、平成３０年７月１日からの高速道路通行料金無料措置の適用方法の変更に伴い
「ふるさと帰還通行カード」の利用申し込みを受け付けしています。
　カードは、申し込みからお手元に届くまで２カ月程度かかります。５月以降にお申し込みい
ただいた場合は、カードのお届けが７月以降となることがあります。
※ ７月１日以降は、カードを提示しないと高速道路通行料金が有料となりますので、ご了承く
ださい。

☎ 0570－024－024

（☎ 0246－84－5201）
（☎ 024－973－8090）
（☎ 0480－53－7780）

「ふるさと帰還通行カード」「ふるさと帰還通行カード」
申し込み受付中申し込み受付中

利用申込

申込からカード発行まで
２カ月間かかる

５月以降 ７／１

７／１日以降はカード
がないと有料

「ふるさと帰還通行カード」
申し込み受付中
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郡山簡易裁判所 （ご不明な点は、お問い合わせください）【問い合わせ先】 ☎０２４－９３２－５６９７

裁判所では、次のとおり、富岡町内において、手続案内及び受付事務を実施しています。

裁判所からのお知らせ
富岡町内における簡易裁判所の手続案内について

・ 建物の明渡し、お金の貸し借りや交通事故の損害賠償など、簡易裁判所で扱う
ことのできる民事事件手続の概要や申立方法の案内
・ 訴状、調停申立書、支払督促申立書など福島富岡簡易裁判所の管轄に属する民
事事件の受付
　なお、受付後の事件処理は、郡山簡易裁判所で行います。

毎月第１、第３木曜日　　午前１０時３０分から午後３時まで１. 日  時

富岡町文化交流センター「学びの森」２. 場  所

手続案内・受付事務３. 内  容

　昭和２３年、政令に基づいて人権擁護委員制度が
設けられ、翌２４年６月１日に人権擁護委員法が施
行されたことにより、人権擁護委員制度が誕生しま
した。平成３０年は、人権擁護委員制度７０周年に
あたります。
　法務省及び全国人権擁護委員連合会は、人権擁護
委員法が施行された日を記念して、毎年６月１日
を「人権擁護委員の日」と定め、６月１日を中心に、
人権擁護委員が皆さまの町で特設人権相談所を開設
して人権相談に応じたり、全国的な啓発活動を実施
しています。

・みんなの人権１１０番　　☎０５７０－００３－１１０
・子どもの人権１１０番　　☎０１２０－００７－１１０
・女性の人権ホットライン　☎０５７０－０７０－８１０

６月１日は、人権擁護委員会が施行された日です
　６月１日（金）は双葉町いわき事務所にて、１０

時から１５時まで特設人権相談所が開設されます。

　相談は無料で、秘密は厳守します。困りごとや悩

みごとなどお気軽にご相談ください。

　また、「人権擁護委員の日」に限らず、電話相談

を実施していますので、悩みごとがありましたら下

記のダイヤルにお電話ください。

松木　秀男さん
（白河市在住・羽鳥）

【連絡先】 松木　秀男 ☎０９０－５２３８－９９５９
福島行政監視行政相談センター ☎０２４－５３４－１１０１

　 総務省では、双葉町を担当する行政相談委員として、松木秀男さんを委
嘱しております。

●

福島さわやか行政相談キャンペーン 【５月１日～３１日】

双葉町郡山支所　１階　会議室（郡山市朝日１丁目２０－２）場　所
５月１７日（木）　午前１０時～正午日　時

　 行政相談委員は、総務大臣が委嘱した有識者で、地域住民の皆さんから
国の行政全般に関する意見・要望を受け付け、皆さんと関係行政機関等
との間に立って、その解決を促進するよう相談に応じています。

●

　 ５月１日（火）から３１日（木）までの１カ月間は「福島さわやか行政相
談キャンペーン」期間です。行政相談委員は電話や手紙などでも相談に
応じていますが、キャンペーン期間中は次の場所で相談所を開設します
ので、お気軽にご利用ください。

●

相談所を開設します
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開　催　日　５月１３日（日）～１４日（月）
　　　　　１泊２日
集合時間　午前１１時

宿泊場所　伊香保温泉「森秋旅館」
　　　　　（☎０２７９－７２－２６０１）
参　加　費　 １５,０００円程度を予定しています
　参加予定者には、個別に案内しておりますが、参加
希望の方は下記問い合わせ先にご相談ください。

昨年のＹｏＹ交流会の様子

コース１日目：  伊香保観光協会～卯三郎こけし見学～
水沢うどんのお昼ごはん～
石段街（射的等）～宿へ

　　　２日目：  オプション（榛名神社・
おもちゃと人形自動車博物館等）

集合場所　渋川駅

　子どもから高齢者の方まで楽しめるスポーツ

です。道具をお持ちでない方にはふれあいクラ

ブで準備しておりますので、初心者の方もお気

軽にご参加ください。

○日　時 ○申込締切 …
○参  加  費 …
○対  象  者 …
○定　　員 …
○競技方法 …
○表　　彰 …

【申し込み・問い合わせ先】
ＮＰＯ法人双葉ふれあいクラブ

☎　 ０２４６－３８－３３２５
ＦＡＸ ０２４８－２１－６１８８

第５回双葉町民交流パークゴルフ大会
双葉ふれあいクラブからのお知らせ

○その他… ・ 閉会式前に昼食の時間をとりますので、お弁当（５００円）の斡旋も行います。
希望される方は参加申し込み時にご注文ください。代金は当日受付でお支払い
　ください。

６月２日（土）※小雨決行
受付開始時間：午前８時３０分
開　会　式：午前９時
競技開始：午前９時３０分
閉　会　式：午後１時３０分

５月２５日（金）
無料

小学３年生以上の方

１００人程度

３６ホール　ストロークプレー

男女別１～３位、
ホールインワン賞、ブービー賞、
最高年齢賞、最少年齢賞

～ スタンプラリーで群馬を満喫 ～

Ｙ
ワイ

oＹ
ワイ

交流会 in 伊香保温泉

【問い合わせ先】 千吉良髙志（三字） 　☎０８０－５５６８－７０９１

・ 保険については、参加者全員にふれあいクラブで加入しているイベント共済を
　適用しますが、それ以上の補償はありませんので、あらかじめご了承ください。

○場　所
いわき市鮫川河川敷公園コース
（植田公民館裏側）
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　３月１７日（土）、いわきワシントンホテル椿山
荘において平成４年度卒双葉中学校同級会を開催
し、恩師２人を含めて２７人が参加しました。同級
生が集まるのは３年ぶりのことで、今回の同級会の
開催を楽しみにしていました。
　開会のことばのあと、東日本大震災の犠牲者に対
して黙とうを捧げ、代表者のあいさつ、恩師の今野

祐三先生と吉田均先生のあいさつと続きました。乾
杯後は昔の話に花が咲き、にぎやかな雰囲気で会が
進行しました。今はそれぞれ違う環境に身を置いて
いますが、みんなが集まるとまるで中学生の頃に
戻ったかのように話が弾みました。最後に震災後の
町内風景や母校双葉中学校の映像などのＤＶＤを鑑
賞し、お開きとなりました。

双葉中学校（平成４年度卒）同級会

　平成３０年度から双葉町立学校の給食はいわき市立勿来学校給食調

理場より提供されています。このことに先立ち、３月１５日にいわき

市立綿小学校校長室において清水敏男いわき市長と伊澤史朗町長が協

定書に調印を行いました。

　調印式終了後、同校体育館において綿小児童と町立小学校児童が給

食を食べながら交流する給食交流会が行われました。給食交流会は平

原浩子錦小学校長のあいさつで始まり、続いて、錦小学校代表児童に

より「今日のメニューは人気のツナごはんと地元の野菜を使ったなっ

こそ汁、ミニトマトと鶏からあげです」と給食が紹介されました。会

いわき市立錦小学校との給食交流会・調印式いわき市立錦小学校との給食交流会・調印式 －町立小学校－－町立小学校－

食が始まると最初は緊張していた児童にも笑

顔が見られ、おかわりをする姿も見られまし

た。最後に町立小学校を代表して脇坂玲名さ

んが感想を述べ、４月からの給食を楽しみに

している様子でした。

いわき市立錦小学校との給食交流会・調印式 －町立小学校－
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　双葉町行政区長会は３月１７日、いわき市の新舞
子ハイツで総会を開き１５人が出席し、平成２９年
度の活動および収支決算報告について、満場一致で
承認されました。活動報告の中で石田翼会長は、相
馬市の復興状況を視察し、相馬市の復興の速さと内
容の充実に感心したことや、福島民報社を訪問し新
聞社が復興へ大きく貢献している事実を知ったこと
などを述べました。
　総会議事に先立ち、伊澤史朗町長から「町復興当
面の取り組みと計画」と題して講演があり、町の復
興に向けた取り組みについて詳しく説明があり、各
区長が町の復興に対して理解を深めました。

双葉町行政区長会総会

　

眼
下
に
広
が
る
太
平
洋
を
眺
め
な
が
ら
、３
月
24
日
、

25
日
の
両
日
、
三
字
行
政
区
の
総
会
と
再
会
の
集
い
を

２
年
ぶ
り
に
い
わ
き
市
の
小
名
浜
オ
ー
シ
ャ
ン
ホ
テ
ル

で
開
催
し
ま
し
た
。

　

県
内
外
を
は
じ
め
、
遠
く
は
首
都
圏
近
郊
か
ら
29
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

総
会
に
先
立
ち
、
伊
澤
史
朗
町
長
か
ら
今
後
の
双
葉

町
復
興
ビ
ジ
ョ
ン
な
ど
町
政
全
般
に
渡
っ
て
の
お
話
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
町
建
設
課
職
員
・
環
境
省
職
員
よ
り
双
葉

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
竣
工
後
の
中
間
貯
蔵
施
設
へ
の
搬

入
経
路
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

総
会
は
、
山
口
清
一
副
区
長
の
進
行
に
よ
り
震
災
後

各
地
で
亡
く
な
ら
れ
た
１
７
１
人
の
御
霊
の
ご
冥
福
を

祈
り
、
黙
と
う
を
捧
げ
た
後
、
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

　

千
吉
良
髙
志
区
長
か
ら
の
あ
い
さ
つ
と
、
平
成
28
年
度

以
降
の
町
と
三
字
地
区
の
経
過
報
告
、
続
い
て
会
計
担
当

の
加
村
範
良
さ
ん
か
ら
会
計
報
告
が
提
示
さ
れ
、
一
部
規

約
の
改
正
を
含
め
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
役
員
改
選
に
入
り
、
審
議
の
結
果
、
新
区

長
に
伊
澤
和
夫
さ
ん
、
新
副
区
長
に
は
佐
藤
八
州
夫
さ

ん
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
も
皆
さ
ん
の
将
来
へ
の
不
安
と
無
念
の
思
い
が

強
く
感
じ
ら
れ
る
総
会
で
し
た
。

　

幸
い
に
三
字
地
区
に
は
前
沢
婦
人
会
に
よ
る
女
宝
財

踊
り
の
伝
統
芸
能
が
息
づ
い
て
お
り
、
全
国
各
地
よ
り

役
者
が
集
い
、
震
災
以
降
も
毎
年
の
出
演
に
称
賛
の
拍

手
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
半
谷
八
重
子
さ
ん
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
組
織
の
継
承
を
願
い
ま
し
た
。

　
「
再
会
の
集
い
」
は
、
新
区
長
の
伊
澤
和
夫
さ
ん
の

乾
杯
の
音
頭
に
よ
り
時
間
無
制
限
の
交
流
会
と
な
っ
て

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

翌
日
は
「
ま
た
会
う
べ
」「
元
気
で
な
ぁ
」
と
次
回

の
再
会
を
胸
に
、
今
回
都
合
に
よ
り
参
加
で
き
な
か
っ

た
方
々
が
次
は
是
非
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
に
と
願
い

な
が
ら
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

総
会
・
交
流
会

三
字
行
政
区
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３
月
23
日
（
金
）
24
日
（
土
）、
湯
本

温
泉
「
吹
の
湯
」
に
お
い
て
、
長
塚
二
行

政
区
の
総
会
・
交
流
会
を
開
催
し
、
30
人

の
方
々
が
避
難
先
か
ら
参
加
し
ま
し
た
。

　

総
会
に
先
立
ち
、
震
災
等
で
亡
く
な
ら

れ
た
方
お
よ
び
避
難
中
に
亡
く
な
ら
れ

た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
、
黙
と
う

を
捧
げ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
初
め
に
、
原
中
良
博
区
長
が

あ
い
さ
つ
し
、
参
加
へ
の
お
礼
を
述
べ
、
続

い
て
伊
澤
史
朗
町
長
に
、
町
の
現
状
と
復

興
計
画
を
交
え
た
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

続
い
て
環
境
省
か
ら
「
除
染
・
建
物
解

体
工
事
等
に
つ
い
て
」
を
説
明
し
て
い
た

だ
き
、
さ
ら
に
東
京
電
力
か
ら
会
社
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
る
活
動
の
案
内
に
つ
い

て
、
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
議
事
に
入
り
、
議
長
を
武

内
裕
美
さ
ん
に
お
願
い
し
、
平
成
29
年

度
の
事
業
報
告
お
よ
び
会
計
報
告
を
審

議
し
、
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、
新
区
長

に
武
藤
康
広
さ
ん
、
新
副
区
長
に
作
田

伊
久
雄
さ
ん
、
そ
の
他
、
監
事
、
委
員

を
選
任
し
、
総
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

交
流
会
は
、
菅
野
博
紀
町
議
会
議
員
の

乾
杯
の
音
頭
で
始
ま
り
恒
例
の
近
況
報

告
、
や
が
て
酒
が
入
る
ほ
ど
に
和
や
か
な

雰
囲
気
と
な
り
話
も
弾
み
、
カ
ラ
オ
ケ
な

ど
、
時
が
経
つ
の
を
忘
れ
、
楽
し
い
ひ
と

時
を
過
ご
し
ま
し
た
。
名
残
り
を
惜
し
み

な
が
ら
、
武
藤
新
区
長
の
締
め
で
交
流
会

を
閉
じ
ま
し
た
。

　

翌
日
は
、
玄
関
の
ロ
ビ
ー
で
「
来
年
も

ま
た
会
い
ま
し
ょ
う
」
を
合
言
葉
に
別
れ

を
惜
し
み
、
そ
れ
ぞ
れ
避
難
先
に
帰
っ
て

行
き
ま
し
た
。

　

３
月
25
日
、
26
日
、
長
塚
一
行
政
区

総
会
・
交
流
会
が
昨
年
度
と
同
じ
い
わ

き
市
の
海
辺
の
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
、

32
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

伊
澤
史
朗
町
長
よ
り
双
葉
町
特
定
復

興
再
生
拠
点
区
域
復
興
再
生
計
画
や
、

双
葉
駅
西
側
地
区
一
団
地
の
復
興
再
生

拠
点
市
街
地
形
成
施
設
等
に
つ
い
て
説

明
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

震
災
・
原
発
事
故
後
か
ら
７
年
が
経

過
す
る
中
で
、
一
時
立
入
り
で
長
塚
へ

戻
る
た
び
に
荒
廃
す
る
町
や
自
宅
を
見

る
に
つ
け
、
沈
ん
だ
気
持
ち
で
避
難
先

に
戻
っ
て
来
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
年
に
一
度
集
う
交

流
会
が
、
長
塚
に
い
た
頃
を
懐
か
し
み

癒
さ
れ
る
ひ
と
時
で
す
。

　

人
が
集
え
ば
、
お
互
い
に
元
気
が
出

ま
す
。

　

今
ま
で
長
塚
一
行
政
区
総
会
・
交
流

会
に
参
加
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
方
も
来

年
の
総
会
・
交
流
会
に
ぜ
ひ
参
加
さ
れ

る
よ
う
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。

総
会
・
交
流
会

総
会
・
交
流
会

長
塚
二
行
政
区

長
塚
一
行
政
区
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　仙台国税局では、税務のスペシャリストとして活躍するバイタリティーあふれる税務職員を
募集しています。
　国の財政を支える税務職員に、あなたもチャレンジしてみませんか？

平成３０年６月１８日（月）から６月２７日（水）まで
○受験申込受付期間

平成３０年９月２日（日）
○第１次試験日

受験申込みはインターネット申込みとする。
国家公務員試験採用情報ＮＡＶＩ（http://www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htm）

○受験申込方法

平成２９年度平成２９年度

【試験に関する問合せ先】

国家公務員「税務職員採用試験」（高校卒業程度）のお知らせ
平成３０年度

仙台国税局人事第二課試験研修係 内線３２３６☎０２２－２６３－１１１１
人事院東北事務局 ☎０２２－２２１－２０２２

１． 平成３０年４月１日において高校卒業後３年を経過していない者及び平成３１年３月までに
　　高校を卒業する見込みの者

○受験資格

２． 人事院が１に掲げる者に準ずると認める者

双葉町社会福祉協議会
～ ５月健康運動教室、社協サロンのお知らせ ～

こころとからだの健康のため、運動不足を解消しましょう。お気軽にご参加ください。

会　場 問い合わせ・申込先 開催月日 時　間

健康運動教室（内容：健康講話、相談、運動機能の維持・向上等）※祝日を除く
北幹線第二応急仮設住宅集会所
（福島市飯坂町平野字内小原田 8－1）

☎ 080 －6033 －1196（小林） 毎週　木曜日 13:30 ～ 15:00

南東北総合卸センター 2階第 6会議室
（郡山市喜久田町卸 1丁目 1－1）

☎ 024 －973 －5291（開発） 毎週　水曜日 13:30 ～ 15:00

社協サロン（内容：健康体操、健康講話、相談、趣味、生きがいづくり交流等）
※社協サロンでは昼食を準備しますので事前に申し込みをお願いします。

白河市産業プラザ　人材育成センター
（白河市中田 140）

☎ 080 －6290 －5930（小泉）   　5月　8日（火） 10:00 ～ 14:00

サンライフ福島
（福島市北矢野目字檀ノ腰 6－16）

☎ 024 －973 －5291（開発）   　5月25日（金） 10:00 ～ 14:00

かしま交流センター ２階大ホール
（南相馬市鹿島区横手字川原 186－1）

☎ 0246 －38 －7105（渡辺）   　5月31日（木） 10:30 ～ 14:30

【問い合わせ先】双葉町社会福祉協議会　郡山事務所 ☎ ０２４－９７３－５２９１
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今
回
か
ら
各
町
村
で
発
行
の
広
報
紙
に
、
双
葉
地
域

等
に
お
け
る
福
島
医
大
ふ
た
ば
救
急
総
合
医
療
支
援
セ
ン

タ
ー
の
活
動
を
は
じ
め
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
に
つ
い

て
、【
健
康
寿
命
シ
リ
ー
ズ
】
を
数
回
に
分
け
て
掲
載
し
、

皆
さ
ま
方
の
健
康
増
進
に
向
け
た
情
報
を
発
信
い
た
し

ま
す
。

　

今
回
の
初
版
は
「
ふ
た
ば
救
急
総
合
医
療
支
援
セ
ン

タ
ー
の
活
動
」、「
福
島
県
ふ
た
ば
医
療
セ
ン
タ
ー
附
属
病

院
紹
介
」、「
健
康
寿
命
シ
リ
ー
ズ
①
」
を
掲
載
し
ま
す
。

　

双
葉
消
防
本
部
富
岡
消
防
署

楢
葉
分
署
に
活
動
拠
点
を
設

け
、
平
日
の
日
中
、
医
師
、
看

護
師
、
救
急
救
命
士
が
駐
在
し
、

消
防
本
部
の
１
１
９
番
通
報
に

応
じ
て
、
医
師
に
よ
る
初
期
治

療
が
必
要
な
場
合
に
、
ド
ク
タ
ー

カ
ー
・
救
急
車
に
医
師
等
が
同

乗
、
救
急
現
場
に
出
動
し
、
薬

剤
投
与
、
受
入
病
院
紹
介
、
ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
の
要
請
判
断
等
の
活
動
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
ケ
ガ
人
や
急
病
人
の
救
命
率
の
向
上
・
病
院
収
容
後

の
予
後
改
善
の
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

試
験
運
用
開
始
か
ら
今
年
の
２
月
末
ま
で
の
出
動
件
数

は
、
１
８
０
件
で
、
医
師
が
初
期
治
療
を
開
始
す
る
ま
で

に
か
か
っ
た
時
間
は
、
28
年
18
．３
分
、
29
年
21
．２
分
と
、

駐
在
前
よ
り
約
54
分
〜
57
分
短
縮
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
広
域
的
な
総
合
医
療
支
援
の
活
動
と
し
ま
し

て
、
地
域
包
括
ケ
ア
会
議
、
訪
問
診
療
、
訪
問
活
動
及

び
町
村
職
員
、
住
民
等
対
象
の
各
種
研
修
会
を
開
催
し

た
ほ
か
に
、
昨
年
の
８
月
か
ら
は
、
疾
病
管
理
・
健
康

管
理
等
医
療
相
談
、
服
薬
管
理
、
終
末
期
医
療
相
談
、
認

知
症
軽
減
対
策
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
等
対
象
者
の
未
治

療
者
・
重
症
化
予
防
対
策
と
し
て
、
町
村
の
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
保
健
師
さ
ん
と
連
携
の
も
と
に
、
医
師
が
直

接
自
宅
を
訪
問
し
個
別
指
導
を
県
内
各
地
で
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

今
年
２
月
ま
で
に
19
名
を
実
施
し
、
約
７
割
の
方
が

医
療
機
関
へ
受
診
・
受
診
予
定
・
受
診
意
向
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

双
葉
地
域
の
医
療
体
制
整
備
が
課
題
と
さ
れ
て
い
る
な

か
で
、
福
島
県
が
今
年
４
月
に
、
富
岡
町
に
24
時
間
体
制

で
救
急
医
療
を
提
供
す
る
「
福
島
県
ふ
た
ば
医
療
セ
ン

タ
ー
附
属
病
院
」
が
開
設
し
ま
し
た
。

　

当
セ
ン
タ
ー
の
診
療
方
針

　
 

附
属
病
院
の
標
榜
科
（
医

療
法
等
に
基
づ
く
診
療
科
）

は
「
救
急
科
」・「
総
合
内

科｣
の
２
診
療
科
と
な
り

ま
す
。

　

 

受
入
の
対
象
患
者
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

　

 

救
急
車
で
搬
送
さ
れ
た
患

者
・
夜
間
・
休
日
や
祝
日

な
ど
地
域
の
医
療
機
関
が
開
院
し
て
い
な
い
時
間
帯
に

急
な
発
熱
や
腹
痛
等
に
よ
り
自
分
で
来
院
し
た
患
者
・

地
域
の
医
療
機
関
で
対
応
困
難
な
患
者
や
入
院
等
の
措

置
が
必
要
と
判
断
さ
れ
紹
介
さ
れ
た
患
者
な
ど

　

関
連
す
る
医
療
支
援

・ 

在
宅
復
帰
に
不
安
の
あ
る
患
者
に
対
し
て
、
医
師
、
看

護
師
を
は
じ
め
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
等
が
協
力
し
、
在

宅
の
復
帰
を
支
援
し
ま
す
。

・ 

地
域
の
医
療
機
関
（
か
か
り
つ
け
医
）
か
ら
の
依
頼
に

基
づ
き
、
訪
問
診
療
・
訪
問
看
護
等
を
実
施
し
ま
す
。

・ 

地
域
包
括
ケ
ア
推
進
の
一
環
と
し
て
、
関
係
機
関
と
緊

密
に
連
携
し
、
未
治
療
者
・
重
症
化
予
防
対
策
や
認
知

症
へ
の
対
応
を
支
援
し
ま
す
。

・ 

職
員
や
外
来
講
師
に
よ
る
健
康
講
座
・
研
修
会
等
を
通

じ
て
、
地
域
住
民
や
復
興
事
業
従
事
者
の
疾
病
予
防
及

び
健
康
増
進
を
支
援
し
ま
す
。

・ 

双
葉
郡
町
村
保
健
担
当
や
地
域
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
に

よ
る
情
報
交
換
・
事
例
検
討
等
を
通
じ
て
、
地
域
の
ネ

ツ
ト
ワ
ー
ク
を
強
化
し
ま
す
。

・ 

救
急
医
療
や
糖
尿
病
指
導
な
ど
、
地
域
医
療
機
関
ス

タ
ッ
フ
を
対
象
と
し
た
研
修
や
意
見
交
換
等
の
地
域
医

療
機
関
ス
タ
ッ
フ
研
修
を
実
施
し
ま
す
。

－

福
島
県
に
お
け
る
健
康
増
進
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て－

　

東
日
本
大
震
災
及
び
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
に

よ
る
災
害
の
影
響
を
受
け
、
多
く
の
県
民
が
、
今
な
お
災

害
復
興
住
宅
等
に
お
い
て
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
る

な
ど
、
生
活
環
境
の
変
化
等
に
よ
る
心
身
の
健
康
の
悪
化

が
懸
念
さ
れ
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

本
県
で
は
、「
第
二
次
健
康
福
島
21
計
画｣

を
策
定
し
、

全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
健
康
長
寿
県
を
目
指
す
【
健
康
寿
命

の
延
伸
】
と
県
内
地
域
間
の
【
健
康
格
差
の
縮
小
】
を
柱

と
し
た
「
す
こ
や
か
、
い
き
い
き
、
新
生
ふ
く
し
ま
」
の

創
造
を
基
本
目
標
に
掲
げ
、
生
活
習
慣
病
の
発
症
予
防
や

重
症
化
予
防
、
生
活
の
質
を
向
上
さ
せ
る
取
り
組
み
と
と

も
に
、
健
康
づ
く
り
体
制
の
推
進
を
展
開
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

　

特
に
健
康
上
の
問
題
で
日
常
生
活
が
制
限
さ
れ
る
こ
と

な
く
生
活
で
き
る
期
間
、
い
わ
ゆ
る
「
健
康
寿
命
」
の
延

伸
の
実
現
や
、
生
活
習
慣
の
改
善
に
よ
る
健
康
を
増
進
し

双
葉
地
域
の

医
療
体
制
整
備
に
向
け
て

ふ
た
ば
救
急
総
合
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー
の
活
動

福
島
県
ふ
た
ば
医
療
セ
ン
タ
ー
附
属
病
院
紹
介

健
康
寿
命
シ
リ
ー
ズ
①

　
●

　
●

　
●

　
●
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発
症
を
予
防
す
る
「
一
次
予
防
」
及
び
検
診
等
の
実
施
に

よ
り
病
気
を
早
期
発
見
・
早
期
治
療
す
る｢

二
次
予
防｣

、

さ
ら
に
、
疾
病
の
重
症
化
を
予
防
す
る｢

三
次
予
防｣

の

推
進
に
つ
い
て
、
ご
家
庭
、
学
校
、
職
域
、
地
域
な
ど
が

一
体
的
か
つ
、
積
極
的
な
健
康
づ
く
り
実
践
活
動
を
展
開

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

【
健
康
づ
く
り
の
主
体
】

　
　

 ｢

県
民｣　

健
康
づ
く
り
は
、
個
人
の
自
覚
と
実
践
が

基
本
と
な
る
こ
と
か
ら
、
自
ら
健
康
的
な
生
活
習
慣

を
追
及
し
実
践
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
　

  ｢

家
庭｣　

家
庭
は
、
個
人
の
生
活
の
基
礎
単
位
で
あ

り
、
乳
幼
児
期
か
ら
生
涯
を
通
じ
て
健
康
的
な
生
活

習
慣
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が

重
要
で
す
。

　
　

 ｢

地
域｣　

人
々
の
健
康
は
、
日
常
の
生
活
習
慣
や
社

会
的
な
仕
組
み
に
影
響
さ
れ
る
こ
と
が
大
き
い
こ
と

か
ら
、
地
域
を
構
成
す
る
人
々
が
自
ら
、
地
域
の
健

康
問
題
を
明
ら
か
に
し
て
、
健
康
を
阻
害
す
る
社
会

環
境
を
改
善
す
る
活
動
を
実
践
し
て
、
よ
り
健
康
な

地
域
づ
く
り
・
街
づ
く
り
を
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
　

 ｢

学
校｣　

学
校
に
は
、
生
涯
を
通
じ
て
自
ら
の
健
康

を
適
切
に
管
理
し
、
改
善
し
て
い
く
資
質
や
能
力
を

補
う
た
め
の
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

児
童
・
生
徒
や
学
生
に
対
し
て
、
健
康
に
つ
い
て
学

習
す
る
機
会
や
適
切
な
行
動
を
自
ら
選
択
で
い
る
よ

う
な
学
習
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
　

 「
職
域
（
企
業
）」　

職
域
（
企
業
）
は
、
そ
の
構
成

員
の
健
康
づ
く
り
を
支
援
す
る
た
め
、
労
働
環
境
や

職
場
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
改
善
等
を
通
じ
て

産
業
保
健
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
●

　
●

　
●

　
●

　
●

【
広
報
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先
】

　

公
立
大
学
法
人
福
島
県
立
医
科
大
学　

復
興
推
進
課

　

電
話
（
０
２
４
）
５
４
７ 

－

１
６
８
６　
佐
藤
ま
で

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
●

　
●

　
●

　　
●

　
●

【
生
活
習
慣
病
の
発
症
予
防
と
重
症
化
予
防
の
徹
底
】

　
　

 

が
ん
・
循
環
器
病
（
脳
血
管
疾
患
及
び
心
疾
患
）
対

策
に
お
い
て
は
、
発
症
と
重
症
化
を
防
ぐ
た
め
に
も

一
次
予
防
（
発
症
予
防
）
と
二
次
予
防
（
早
期
発
見
・

早
期
治
療
）
の
徹
底
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
　

 

糖
尿
病
は
、
神
経
障
害
、
網
膜
症
、
腎
症
な
ど
の
合

併
症
を
併
発
す
る
と
と
も
に
、
脳
血
管
疾
患
や
心
疾

患
、
歯
周
病
、
足
病
変
等
の
発
症
リ
ス
ク
を
増
大
さ

せ
、
寿
命
や
生
活
の
質
な
ど
の
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

し
ま
す
。

　
　

 　

発
症
予
防
の
た
め
に
は
、
適
正
体
重
の
維
持
、
身

体
活
動
の
増
加
、
過
食
や
死
亡
等
の
過
剰
摂
取
を
控

え
る
等
の
適
切
な
食
事
等
、
生
活
活
動
改
善
に
よ

る
危
険
因
子
の
除
去
に
努
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

一
次
予
防
と
、
二
次
予
防
の
徹
底
を
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

も
大
切
で
あ
り
、
こ
こ
ろ
の
健
康
は
生
活
の
質
に
大

き
く
影
響
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
ろ
の
健
康
に

と
っ
て
欠
か
せ
な
い
こ
と
で
あ
り
、
休
養
が
日
常
生

活
の
中
に
適
切
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
生
活
習
慣
を
確

立
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
　

飲
酒

　
　

 

飲
酒
習
慣
は
健
康
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
、
肝
機
能
障

害
や
、
糖
尿
病
、
心
臓
病
等
の
身
体
的
健
康
問
題
の

ほ
か
、
脳
神
経
系
に
作
用
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
神
経

症
状
、
障
害
を
き
た
し
た
り
、
事
故
や
犯
罪
に
繋
が

る
な
ど
、
家
庭
や
職
場
に
対
し
て
も
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
し
ま
す
。

　
　

 

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
（
慢
性
閉
塞
性
肺
疾

患
）
は
、
長
期
の
喫
煙
に
よ
っ

て
も
た
ら
さ
れ
る
肺
の
炎
症
性

疾
患
で
、
咳
・
痰
・
息
切
れ
を

主
症
状
と
し
て
緩
や
か
に
呼

吸
障
が
い
が
進
行
す
る
も
の

で
す
。

　
　

 　

こ
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
は
と
い
う
疾

患
は
、
県
民
の
健
康
増
進
に
お

い
て
極
め
て
重
要
な
疾
患
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
新
し
い
疾
患
名

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
十
分
に
認

知
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
　

休
養
・
こ
こ
ろ
の
健
康

　
　

 

こ
こ
ろ
の
健
康
は
、
人
が
い
き

い
き
と
自
分
ら
し
く
生
き
る
た

め
の
重
要
な
要
素
で
す
。
人
生

の
目
的
や
意
義
を
見
出
し
、
主

体
的
に
人
生
を
選
択
す
る
こ
と
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消防署からのお知らせ

・浪江消防署　☎０２４０－３４－４１１１
・富岡消防署　☎０２４０－２５－２１１９

＜ 消 防 署 連 絡 先 ＞火事と救急は
１１９番

放火対策を徹底しましょう！

　春を迎え暖かくなるにつれ､ 山へ入る機会も多く
なることと思います。この時期の山では､ 枯葉や枯
草が多くなることに加えて､ 空気の乾燥など火災発
生の危険性が高くなります。
　山火事 ･ 野火の多くは人災で､ たき火やたばこの
投げ捨てなどが主な原因です。一人一人が気をつけ
れば防ぐことができる災害なのです。
　山林を火災から守るため、皆さまのご協力をお願
いいたします。

　近年「放火・放火の疑い」は火災割合の多くを占めています。今回は放火されな
い、させないポイントを紹介します。放火火災を未然に防ぐには皆さんの力が必要
です！地域全体で協力し、火災のない町を目指しましょう！

平成３０年度　全国統一防火標語決定

山火事に用心！ 火の用心！

【忘れてない？　サイフにスマホに　火の確認】

●  家の周りは整理整頓しておく
●  燃えやすいものを放置しておかない

●  家、物置などは鍵をかける
●  地域のみんなで見守る

◇保管場及び陳場下交差点の放射線監視

福島地方環境事務所からのお知らせ　～中間貯蔵施設について～

空間線量率の測定により、除染土壌等の搬入による周辺への影響は見られないことが確認されています。
今後もしっかりと安全対策及び放射線の監視を行ってまいります。

４月２８日～５月６日までの期間は、輸送を休止いたします。

双葉町内中間貯蔵施設保管場等への輸送の状況は下記のとおりです。

（ＵＲＬ） http://www.jesconet.co.jp/interim/operation/monitoring.html
中間貯蔵施設及び周辺モニタリングの結果については、以下のＪＥＳＣＯ（中間貯蔵・環境安全事業株
式会社）のＨＰで公表しております。

◇輸送について（４月１４日現在）

環 境 省

【問い合わせ先】福島地方環境事務所　中間貯蔵部　調査設計課　☎ ０２４－５６３－１２９３

搬出市町村 搬入量㎥（袋）※ 搬出市町村 搬入量㎥（袋）※

浜通り 双葉町 １，８２０

中通り

川俣町 １，３８３

中通り

二本松市 １，１８３ 国見町 ７４６

福島市 ８１４ 大玉村 ２８

本宮市 ７７４ 計 ６，７４８

※ フレキシブルコンテナ等１袋の体積は１㎥と換算しています。
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去
る
３
月
８
日
、
加
須
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
誘

い
を
受
け
、
い
わ
き
か
ら
20
名
が
バ
ス
で
出
発
し

ま
し
た
。
１
日
中
雨
降
り
で
し
た
が
埼
玉
に
着
き
、

旧
騎
西
高
校
が
目
に
留
ま
り
30
人
近
く
の
人
が
同

じ
部
屋
に
雑
魚
寝
し
仲
良
く
暮
ら
し
た
こ
と
が
走

馬
灯
の
よ
う
に
思
い
出
さ
れ
胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な

り
ま
し
た
。

　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
に
着
く
と
埼
玉
在
住
の
多
く

の
双
葉
の
方
た
ち
が
雨
の
中
迎
え
て
く
だ
さ
り
、
な

つ
か
し
く
喜
び
合
い
ま
し
た
。
特
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の

富
沢
さ
ん
に
は
可
愛
が
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
皆
さ
ん
と
は
婦
人
会
イ
ベ
ン
ト
と
た
く
さ
ん
学
ん

だ
こ
と
な
ど
話
は
つ
き
ま
せ
ん
。
白
河
か
ら
も
標
葉

せ
ん
だ
ん
太
鼓
の
方
た
ち
が
見
え
て
演
奏
で
会
を
盛

り
上
げ
て
く
だ
さ
り
と
て
も
喜
ば
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
た
く
さ
ん
の
手
料
理
が
並
び
昔
な
つ
か
し
い

じ
ゅ
う
ね
ん
ぼ
た
も
ち
な
ど
も
い
た
だ
き
、
話
は
尽

き
る
こ
と
な
く
続
き
ま
し
た
。

　

遠
く
離
れ
て
も
双
葉
は
１
つ
、
復
興
半
ば
の
我
が

町
で
す
が
、
せ
め
て
私
た
ち
が
健
康
で
長
生
き
で
き

る
こ
と
が
復
興
へ
の
後
押
し
に
な
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
話
は
尽
き
ま
せ
ん
が
、
元
気
で
ま
た
会
う
日
を

楽
し
み
に
埼
玉
を
後
に
し
ま
し
た
。

武
内　

恒
雄
（
長
塚
二
）

全
国
に
避
難
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

お
便
り
の
一
部
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す

（平成 30年3月31日現在）

・福島県内に避難されている方 4,071人
2,838人・福島県外に避難されている方

※ 平成 23 年３月 11 日時点の住民基本台帳人口から
死亡者を引き、出生者と転入者を加えた人口を示し
ています。

　連絡のついた方で、了承の得られた方のみ出生、

死亡の方の名前を掲載しています。

　なお、掲載を希望しない場合は秘書広報課までご

連絡ください。

秘書広報課 ☎０２４６－８４－５２０２

【
随
想
】 

加
須
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の

交
流
会
に
参
加
し
て

南
場　
信
子
（
新
山
）

◯ 

早
咲
き
の　

桜は

な花
に
頬
寄
せ　

目
を
細
め

◯ 

肌
寒
し　

負め

げ
ず
咲
か
せ
た　

八
重
椿

◯ 

春
を
待
つ　

野
菊
ツ
ク
シ
も　

目
を
覚
し

◯ 

梅
の
香
の　

漂
う
小
路　

お
ぼ
ろ
月

◯ 

梅
の
香
に　

添
え
て
見
頃
の　

水
仙
花

◯ 

春
の
陽
は　

桜
桃
梅
梨　

花
急せ

か
す

人のうごき３月分 敬称略

氏　名 生年月日 保護者 行政区

藤
ふ じ た

田　晄
ひ か る

瑠  2 月 28 日 隆之・奈緒美 長塚一

樫
かしむら

村　　樂
がく

　  3 月　9 日 勇仁・美帆 浜　野

岩
いわかわ

川　笑
え と

歩  3 月 10 日 安奈 長塚一

小
こ ぼ り

堀　悠
ゆ う た

太  3 月 17 日 壘・雪香 長塚二

氏　名 年　齢 死亡日 行政区

守家　　壯　 ８５  3 月 13 日 鴻　草

鈴木　喜久 ９１  3 月 16 日 三　字

本林　昭一 ８５  3 月 22 日 羽　鳥

〒974-8212
いわき市東田町二丁目１９－４
双葉町秘書広報課

【送付先】

「双葉の風だより」では全国に

避難されている皆さんから寄せ

られたお便りの一部を紹介して

います。文芸作品

や随想など、お便

りをお待ちしてい

ます。
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双
葉
町
を
忘
れ
な
い

「
ふ
る
さ
と
絆
通
信
」
で

　

あ
な
た
の
想
い
を
伝
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

【問い合わせ先】 秘書広報課

※ふるさと絆通信の通算号数を修正しました

　

平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
、
そ
し
て

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
、
私
た
ち
双
葉
町
民

は
ふ
る
さ
と
双
葉
町
を
離
れ
、
今
も
な
お
全
国
に
分
か
れ
て
避

難
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

先
の
見
え
な
い
不
安
な
生
活
の
中
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
毎

日
を
ど
の
よ
う
な
思
い
で
過
ご
し
、
ふ
る
さ
と
双
葉
町
へ
の
思

い
を
抱
き
続
け
て
い
る
の
か
を
、
皆
さ
ん
の
声
を
お
聴
き
し
な

　

ふ
る
さ
と
絆
通
信
で
は
、
避
難
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
へ
想
い
を
伝
え
て
い
た
だ

け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

避
難
生
活
で
の
活
動
や
日
々
の
生
活
の
中
で
感
じ
て
い
る
こ
と
、
ふ
る
さ
と
双

葉
町
へ
の
想
い
を
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
お
話
く
だ
さ
い
。
双
葉
町
民
の
方
な
ら
ど
な

た
で
も
結
構
で
す
の
で
、
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

掲
載
す
る
文
章
は
、
株
式
会
社
鹿
島
印
刷
所
（
南
相
馬
市
）
の
記
者
が
町
民
の

皆
さ
ん
の
避
難
先
を
訪
問
し
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
取
材
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

そ
の
内
容
を
も
と
に
記
者
が
作
成
し
ま
す
の
で
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
お
受
け
い
た

だ
い
た
方
が
文
章
を
作
成
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

☎ ０２４６－８４－５２０２

が
ら
「
ふ
る
さ
と
絆
通
信
」
と
し
て
連
載
し
て

い
ま
す
。

　

そ
し
て
「
ふ
る
さ
と
絆
通
信
」
を
通
し
て
、

皆
さ
ん
の
双
葉
町
へ
の
思
い
と
心
の
絆
が
よ
り

一
層
深
ま
る
こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。
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家
の
跡
取
り
と
し
て
地
元
に
残
れ
る
環
境

　

幼
い
頃
の
記
憶
を
辿
る
と
、
自
宅
近
く
を
通
り

福
島
第
一
原
発
に
向
か
う
道
路
で
は
、
早
朝
か
ら

何
台
も
の
ダ
ン
プ
カ
ー
が
砂
ぼ
こ
り
を
上
げ
て
行

き
交
っ
て
い
た
様
子
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
原
発

事
故
に
よ
る
避
難
、
そ
し
て
中
間
貯
蔵
施
設
の
整

備
が
進
む
中
、
か
つ
て
の
そ
う
し
た
雑
踏
は
、
夢

か
幻
の
よ
う
に
思
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

私
が
高
校
を
卒
業
し
た
昭
和
50
年
代
初
頭
、
す

で
に
第
一
原
発
で
は
１
〜
３
号
機
が
営
業
運
転
を

開
始
し
、
同
４
〜
６
号
機
と
第
二
原
発
の
建
設
も

始
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
原
発
関
連
の

会
社
に
就
職
す
る
同
級
生
も
お
り
ま
し
た
が
、
私

は
浪
江
日
立
化
成
工
業
㈱
に
就
職
し
ま
し
た
。
当

時
は
す
で
に
、
都
会
へ
の
集
団
就
職
や
出
稼
ぎ
で

な
け
れ
ば
職
に
就
け
な
い
環
境
で
は
な
く
、
家
の

跡
取
り
と
し
て
、
地
元
で
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
し
な

が
ら
田
畑
を
耕
し
、
兼
業
農
家
と
し
て
生
活
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

三
女
の
義
務
教
育
が
終
わ
っ
た
日

　

震
災
当
日
、
三
女
が
双
葉
中
学
校
の
卒
業
式
を

迎
え
ま
し
た
。
年
度
末
で
仕
事
が
多
忙
な
た
め
、
式

へ
の
出
席
を
妻
に
任
せ
、
そ
の
朝
、
私
は
い
つ
も
の

よ
う
に
出
勤
し
ま
し
た
。
会
社
に
向
か
う
途
中
、
こ

れ
で
娘
た
ち
全
員
の
義
務
教
育
が
終
わ
る
の
か
と
安

堵
し
た
よ
う
な
気
持
ち
で
し
た
が
、大
地
震
の
発
生
、

そ
し
て
原
発
事
故
に
よ
る
避
難
で
、
そ
れ
は
「
先
の

見
え
な
い
不
安
」
に
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

知
ら
な
い
土
地
で
の
生
活
再
建

　

避
難
指
示
で
町
を
離
れ
、
川
俣
町
の
避
難
所
を

経
て
東
京
都
内
の
親
類
宅
を
目
指
し
ま
し
た
。
道

中
宿
泊
し
た
宇
都
宮
市
内
に
あ
る
ホ
テ
ル
の
方
に

給
油
可
能
な
ス
タ
ン
ド
ま
で
連
れ
て
行
っ
て
い
た
だ

き
、
目
的
地
ま
で
乗
り
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

幸
い
、
避
難
に
よ
る
一
家
離
散
は
避
け
ら
れ
ま

し
た
が
、
次
女
と
三
女
の
編
入
学
先
探
し
、
高
齢

の
両
親
に
と
っ
て
負
担
の
少
な
い
生
活
拠
点
の
確

保
な
ど
、
知
ら
な
い
土
地
で
の
生
活
再
建
は
容
易

な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

無
事
に
子
育
て
を
終
え

　

中
間
貯
蔵
施
設
の
整
備
に
よ
り
自
宅
へ
の
帰
還

が
難
し
い
中
、
畑
で
の
野
菜
づ
く
り
や
花
植
え
が

好
き
な
両
親
に
と
っ
て
は
満
足
な
環
境
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
加
須
市
に
当
面
生
活
す
る
た
め
の
家

を
建
て
ま
し
た
。

　

避
難
後
、
勤
務
先
の
事
業
再
開
に
伴
い
、
千
葉

県
へ
の
単
身
赴
任
を
経
て
、
平
成
27
年
に
早
期
退

職
し
ま
し
た
が
、
何
も
し
な
い
日
々
に
違
和
感
を
覚

え
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
紹
介
に
よ
り
、
加
須
郵
便
局

で
配
達
の
仕
事
に
就
き
ま
し
た
。
当
初
、
道
を
覚
え

る
の
に
苦
労
し
ま
し
た
が
、
お
世
話
に
な
っ
て
い
る

地
域
に
恩
返
し
す
る
つ
も
り
で
従
事
し
ま
し
た
。

　

こ
の
春
、
三
女
が
大
学
を
卒
業
し
、
無
事
に
子

育
て
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
故
郷
で
の

老
後
は
叶
わ
ぬ
夢
と
な
り
ま
し
た
が
、両
親
共
々
、

元
気
な
「
老
々
生
活
」
を
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

●避難先●
　埼玉県加須市

（郡山）

田中 文昭さん

   たなか      ぶんしょう
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走
る
こ
と
と
の
出
会
い

　

幼
い
頃
か
ら
走
る
の
が
速
く
、
小
学
６
年
の
と

き
県
大
会
に
出
場
し
800
ｍ
走
で
優
勝
し
ま
し
た
。

中
学
に
進
ん
で
か
ら
は
特
設
駅
伝
部
に
所
属
す
る

な
ど
、
中
学
１
・
２
年
と
高
校
１
年
か
ら
３
年
ま

で
、
双
葉
町
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
ふ
く

し
ま
駅
伝
に
出
場
し
ま
し
た
。
一
方
、
震
災
後
、

十
分
な
練
習
が
で
き
な
い
中
、
ふ
く
し
ま
駅
伝
に

出
場
し
て
い
る
双
葉
町
チ
ー
ム
の
勇
姿
に
、
家
族

一
同
、
元
気
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

監
督
か
ら
の
声
か
け
に
救
わ
れ
た

　

中
学
に
入
学
し
て
か
ら
、
腰
を
疲
労
骨
折
し
て

以
降
、
体
の
故
障
が
続
き
ま
し
た
。
腰
と
い
う
文

字
の
旁
つ
く
り
が
「
要
か
な
め
」
で
あ
る
よ
う
に
、
腰
を
痛
め
た

こ
と
が
影
響
し
て
足
な
ど
を
怪
我
し
た
た
め
、
競

技
成
績
は
振
る
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
走
る
こ
と
が

好
き
で
得
意
だ
っ
た
私
に
と
っ
て
厳
し
い
状
態
で

し
た
が
、
中
学
３
年
の
と
き
、
県
立
原
町
高
校
陸

上
部
の
監
督
か
ら
、
陸
上
を
続
け
な
い
か
と
声
を

か
け
ら
れ
同
校
に
進
学
し
ま
し
た
。
進
路
の
選
択

に
あ
た
り
、
陸
上
競
技
か
ら
離
れ
る
こ
と
も
考
え

て
い
た
中
、
そ
う
し
た
声
を
か
け
ら
れ
た
こ
と
は

救
わ
れ
た
よ
う
な
も
の
で
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
に
携
わ
り
た
い
気
持
ち

　

高
校
入
学
後
、
駅
伝
で
東
北
大
会
に
出
場
し
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
体
の
限
界
を
感
じ
て
い
た

一
方
、
将
来
に
わ
た
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
に
携
わ
り
た

い
と
い
う
気
持
ち
は
あ
り
ま
し
た
が
、
大
学
や
実

業
団
な
ど
に
身
を
置
く
こ
と
は
諦
め
、
高
校
卒
業

後
は
東
京
に
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
専
門
学
校
に
進
み
ま

し
た
。
そ
の
後
、
ス
ポ
ー
ツ
用
品
メ
ー
カ
ー
の
㈱

デ
サ
ン
ト
に
就
職
し
て
、
震
災
時
は
西
武
池
袋
本

店
の
売
場
で
勤
務
に
あ
た
っ
て
い
ま
し
た
。

結
婚
に
際
し
て
故
郷
へ

　

原
発
事
故
で
実
家
や
故
郷
は
戻
れ
な
い
存
在
と

な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
友
人
の
紹
介
で
夫
と
知

り
合
い
交
際
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
私
が
双
葉

町
の
出
身
で
あ
る
こ
と
を
話
す
と
、
す
ぐ
に
位
置

や
状
況
を
理
解
し
て
く
れ
ま
し
た
。
当
時
、
夫
は

故
郷
を
話
題
に
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
と
て
も
気
を

遣
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
す
が
、
縁
に
恵
ま
れ
、
平

成
24
年
12
月
に
結
婚
し
ま
し
た
。
結
婚
に
あ
た
り

夫
婦
で
故
郷
に
向
か
い
ま
し
た
が
、
夫
は
初
め
て

目
に
す
る
現
実
に
言
葉
を
失
っ
た
よ
う
で
し
た
。

い
つ
の
日
か
子
ど
も
た
ち
に
故
郷
の
姿
を

　

結
婚
後
、
平
成
27
年
に
長
女
が
、
平
成
29
年
に

長
男
が
誕
生
し
親
子
４
人
で
暮
ら
し
て
い
ま
す

が
、
両
親
に
と
っ
て
は
、
私
の
結
婚
や
孫
の
誕
生

な
ど
、
避
難
生
活
が
続
く
中
で
も
悪
い
こ
と
ば
か

り
で
は
な
い
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
成
長
し
、
将
来
、
環
境
が
確
保

さ
れ
れ
ば
、
私
の
故
郷
を
見
せ
て
あ
げ
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
親
子
で
故
郷
の
大
地
を

走
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

●居住先●
　さいたま市緑区

（新山）

伊藤 礼奈 さん
いとう           れな

子どもたちとともに子どもたちとともに

［旧姓：大久保］

子どもたちとともに
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就
職
後
数
年
で
試
練
に
直
面

　

地
元
の
高
校
を
卒
業
後
、
町
内
の
工
業
団
地
に

あ
る
会
社
に
就
職
し
ま
し
た
。
入
社
か
ら
約
３
年

後
、
経
営
危
機
に
な
り
退
職
し
ま
し
た
が
、
幸
い
、

同
じ
団
地
内
に
あ
る
別
の
会
社
に
転
職
で
き
ま
し

た
。
当
時
は
現
在
ほ
ど
働
き
口
が
多
い
時
代
で
は

な
か
っ
た
た
め
、
転
職
が
う
ま
く
い
か
な
け
れ
ば

ど
う
な
っ
て
い
た
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
社
会

に
出
て
か
ら
初
め
て
の
試
練
と
な
り
ま
し
た
。

試
練
か
ら
挑
戦
へ

　

そ
の
後
、
最
初
の
就
職
先
で
知
り
合
っ
た
妻
と

結
婚
す
る
な
ど
、
故
郷
で
平
穏
な
日
々
を
送
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
ん
な
あ
る
日
、
美
容
師
を
し
て
い
る
姉

か
ら
、
美
容
師
を
目
指
す
の
は
あ
き
ら
め
た
の
か
と

尋
ね
ら
れ
ま
し
た
。
確
か
に
美
容
師
に
な
り
た
い
と

は
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
歳
を
重
ね
る
う
ち
現
実
を

優
先
す
る
生
活
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
姉

の
言
葉
に
ふ
と
立
ち
止
ま
り
、
年
齢
的
に
も
最
後

の
チ
ャ
ン
ス
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
た
た
め
、
妻
を

説
得
し
会
社
を
辞
め
、
夫
婦
で
仙
台
に
転
居
し
て
、

私
は
美
容
室
で
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
し
て
働
き
な
が
ら

通
信
制
の
美
容
専
門
学
校
に
通
い
ま
し
た
。

　

勤
務
先
で
は
、
す
で
に
美
容
師
免
許
を
持
っ
た

20
歳
前
後
の
若
者
と
一
緒
に
働
い
て
い
ま
し
た

が
、年
齢
よ
り
実
力
が
問
わ
れ
る
世
界
が
ゆ
え
に
、

ゼ
ロ
を
通
り
越
し
て
マ
イ
ナ
ス
か
ら
の
出
発
と
い

う
気
持
ち
で
向
き
合
い
、
29
歳
で
免
許
を
取
得
し

美
容
師
と
な
り
ま
し
た
。

避
難
そ
し
て
独
立
開
業
へ

　

美
容
師
に
な
っ
て
か
ら
、
仙
台
市
内
の
美
容
室

に
数
年
間
勤
務
し
、
子
育
て
は
故
郷
で
と
思
い
双

葉
町
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
、
被
災
す
る
ま
で
大
熊
町

内
の
美
容
室
に
勤
務
し
て
い
ま
し
た
。

　

町
を
離
れ
各
地
を
転
々
と
し
、
勤
務
先
が
日
立
市

内
で
避
難
開
業
す
る
こ
と
に
な
り
同
市
に
移
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
勤
務
先
は
い
わ
き
市
内
に
再
移
転
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
日
立
市
で
子
ど
も
も
育

つ
な
ど
生
活
基
盤
が
で
き
て
い
た
た
め
こ
の
地
で
独
立

し
、
平
成
26
年
10
月
に
自
分
の
店
を
開
店
し
ま
し
た
。

　

同
業
者
も
多
く
商
売
の
環
境
と
し
て
厳
し
い
部

分
も
あ
り
ま
す
が
、
お
客
様
一
人
ひ
と
り
と
じ
っ

く
り
お
付
き
合
い
さ
せ
て
い
た
だ
く
姿
勢
で
お
り

ま
す
。
ま
た
、
妻
が
行
う
ネ
イ
ル
ア
ー
ト
サ
ロ
ン

も
併
設
し
て
お
り
ま
す
。
常
磐
自
動
車
道
の
日
立

北
イ
ン
タ
ー
や
、
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
の
小
木
津
駅
か
ら

も
遠
く
な
い
の
で
、
ぜ
ひ
、
お
気
軽
に
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。

〒319-1416
茨城県日立市田尻町１－４４－２８
【電話・ＦＡＸ】０２９４－３３－７４２３
【ｅ－ｍａｉｌ】les_coquettes@icloud.com
【営業時間】９：００～１８：００※

　　※最終受付・日曜日のみ１７：３０
【定　休　日】月曜日・毎月２日間不定休
＜当店は予約優先となっております＞

吉田 健一 さん代 表

●避難先●
　茨城県日立市

よしだ     けんいち

Les coquettes
レ・コケット

（三字）
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　ぼくは、しょう来、水泳の選手になりたいと思っています。毎週２日
教室に通っています。日本泳力検定の４級にも合格しました。
　次の３級からは５０ｍときょりものびるので、いっしょうけんめい練
習して次の検定試験で合格したいです。その次の２級はメドレーになる
ので苦手な平泳ぎを特にがんばりたいです。
　いろいろな大会に出場してメダルやしょうをとって有名な選手になり
たいです。
　またオリンピックにも出場してメダルもとりたいです。

いわき市立平第六小学校　６年　　　　　　　くん（石熊）熊
くま

　柊
しゅうと

斗

　

今
年
の
春
は
、
全
国
的
に
桜
が
早
く
咲
い
た
よ
う
で
す
。
７
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
た
い
わ
き
市
勿
来
町
の
双
葉
町
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ひ
だ
ま
り
で

は
３
月
29
日
に
は
す
で
に
桜
が
咲
い
て
い
ま
し
た
。

　

今
月
の
表
紙
は
、
町
立
小
・
中
学
校
入
学
式
の
集
合
写
真
で
す
。
新
入

生
は
、
数
週
間
前
に
卒
園
式
・
修
・
卒
業
証
書
授
与
式
で
会
っ
た
時
よ
り

ず
っ
と
成
長
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

　

入
学
式
で
は
、
北
小
学
校
の
校
長
先
生
が
式
辞
の
中
で
「
人
の
幸
せ
は

３
種
類
あ
る
と
言
い
ま
す
。
し
て
も
ら
う
幸
せ
と
、
自
分
で
で
き
る
幸
せ
、

誰
か
に
何
か
を
し
て
あ
げ
ら
れ
る
幸
せ
で
す
」
と
い
う
話
を
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
自
分
に
当
て
は
め
て
、
今
は
広
報
紙
を
制
作
す
る
に
あ
た
っ
て
、

町
民
の
皆
さ
ま
に
助
け
て
い
た
だ
い
た
り
、
周
り
の
諸
先
輩
方
が
サ
ポ
ー

ト
を
し
て
く
れ
る
こ
と
に
幸
せ
を
感
じ
て
い
ま
す
が
、
い
つ
か
は
自
分
の

力
で
誰
か
の
役
に
た
て
る
よ
う
な
そ
ん
な
仕
事
を
し
た
い
と
感
じ
、
日
々

の
業
務
に
邁
進
し
て
い
こ
う
と
新
年
度
の
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

－ 

編
集
後
記 

－

郡山行政区総会・交流会に参加した、

児
こだ ま

玉達
たつろう

郎さん（左）と田
た な か

中大
だいすけ

右さん（右）
の笑顔です。
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